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					2024年7月23日にウィキソースから書き出されました。

				このページは校正済みです

まねく人に知​（ラ）せず、己（オノ）が私物（ワタクシモノ）にせむとするは、いと心ぎたなきわざなりかし、


あなかしこ、天皇（オホキミ）の天​（ノ）下しろしめす道を下（シモ）が下（シモ）として己（オノ）がわたくしの物とせむことよ、


下なる者（モノ）は、かにもかくにもたゞ上の御おもむけに從（シタガ）ひ居（ヲ）るこそ、道にはかなへれ、たとへ神の道の行（オコナ）ひの、別（コト）にあらむにても、其（ソ）を敎へ學びて、別（コト）に行ひたらむは、上にしたがはぬ私​（シ）事ならずや、


人はみな、產巢（ムス）日（ビノ）神の御靈（ミタマ）によりて、生（ウマ）れつるまに〳〵、身にあるべきかぎりの行（ワザ）は、おのづから知​（リ）てよく爲（ス）る物にしあれば、


世中（ヨノナカ）に生（イキ）としいける物、鳥蟲に至るまでも、己（オノ）が身のほど〳〵に必​（ズ）あるべきかぎりのわざは、產巢（ムス）日（ビノ）神のみたまに賴（ヨリ）て、おのづからよく知​（リ）てなすものなる中にも、人は殊にすぐれたる物とうまれつれば、又しか勝（スグ）れたるほどにかなひて、知​（ル）べきかぎりはしり、すべきかぎりはする物なるに、いかでか其​（ノ）上​（ヘ）をなほ强る（シヒ（マヽ））ことのあらむ、敎​（ヘ）によらずては、えしらずえせぬものといはゞ、人は鳥蟲におとれりとやせむ、いはゆる仁義禮讓孝悌忠信のたぐひ、皆人の必​（ズ）あるべきわざな
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This e-book comes from the online library Wikisource[1]. This multilingual digital library, built by volunteers, is committed to developing a free accessible collection of publications of every kind: novels, poems, magazines, letters...


We distribute our books for free, starting from works not copyrighted or published under a free license. You are free to use our e-books for any purpose (including commercial exploitation), under the terms of the Creative Commons Attribution-ShareAlike 3.0 Unported[2] license or, at your choice, those of the GNU FDL[3].


Wikisource is constantly looking for new members. During the realization of this book, it's possible that we made some errors. You can report them at this page[4].
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